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本
年
四
月
よ
り
南
伊
豆
地
区
合
併
調
査
委
員
会
の
事
務
局
を
下
田
総

合
庁
舎
に
置
き
、
新
市
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
作
成
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
表
の
と
お
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
を
基
に
賀
茂
地
区
一
市
五
町
の
合
併
に
向
け
、
年
内

の
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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町
で
は
、
静
岡
県
の
「
那
賀
川

の
川
づ
く
り
」
を
踏
ま
え
て
、
津

波
対
策
、
洪
水
対
策
、
環
境
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
す
る
那
賀
川
水

系
河
口
周
辺
治
水
対
策
委
員
会
を
、

平
成
十
四
年
に
設
置
し
、
平
成
十

七
年
ま
で
十
三
回
の
会
議
を
重
ね

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
の
結
果
、
平
成
十
七
年
六

月
に
委
員
会
か
ら
町
長
に
対
し
、

「
洪
水
対
策
」、 「
内
水
対
策
」、「
津

波
対
策
」、「
総
合
判
断
」
の
四
点

か
ら
意
見
具
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
「
津
波
対
策
」
で
は
、
那

賀
川
河
口
水
門
建
設
に
つ
い
て
の

賛
成
意
見
と
避
難
塔
な
ど
水
門
以

外
の
施
設
整
備
に
よ
る
対
策
を
求

め
る
二
つ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
総
合
判
断
」
で
は
、
水
門
、

避
難
塔
な
ど
は
経
費
と
時
間
が
か

か
り
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

　

那
賀
川
河
口
域
に
お
け
る
津
波

の
遡
上
と
避
難
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
映
像
化
し
た
も
の
で
、

津
波
は
地
震
発
生
か
ら
八
分
後
に

松
崎
港
に
到
達
し
、
発
生
後
十
六

分
で
最
大
浸
水
範
囲
の
全
域
が
浸

水
し
、
時
間
的
な
猶
予
が
非
常
に

少
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浸
水
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
は

施
設
整
備
等
の
ハ
ー
ド
整
備
に
よ

　

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
が
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
、避
難
経
路
な
ど
を
把
握
し
、

迅
速
な
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
津
波
浸
水

被
害
が
想
定
さ
れ
る
那
賀
川
河
口

域
十
一
地
区
（
松
崎
五
区
、
江
奈

四
区
、
宮
内
、
道
部
区
）
の
区
長

さ
ん
は
じ
め
防
災
委
員
な
ど
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
、
協
力
を
い
た

だ
き
、
避
難
経
路
の
現
地
調
査
な

ど
の
検
討
会
や
地
区
内
で
の
検
討

を
通
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
防

災
地
図
）の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
図
に
は
、
津
波
到
達
時
間
、

浸
水
深
の
範
囲
、
危
険
箇
所
、
避

難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
網
羅

し
、
該
当
地
区
に
は
各
戸
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
津
波
の
浸
水
被
害
が
想

定
さ
れ
る
十
一
地
区
を
対
象
に
七
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を
与
え
る
こ
と
か
ら
各
種
調
査
結

果
等
を
よ
く
検
討
し
、
地
域
住
民

の
意
見
を
十
分
集
約
し
た
対
応
手

法
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
意
見
具
申
に
基
づ
き

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
平
成
十
七

年
度
に
津
波
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
作
成
、
電
柱
へ
の
浸
水

深
の
表
示
、
平
成
十
八
年
度
に
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

る
浸
水
範
囲
の
縮
小
と
、
住
民
の

防
災
意
識
の
向
上
、
避
難
行
動
の

迅
速
化
な
ど
ソ
フ
ト
対
策
の
実
施

が
有
効
で
あ
る
と
の
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

月
か
ら
九
月
に
か
け
「
那
賀
川
河

口
津
波
対
策
に
関
す
る
懇
談
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
、
津
波
被
害
の
状

況
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
津
波
に
対
し
て
必
要
と
な

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
、
施
設
整
備
に

関
す
る
意
見
集
約
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
�
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産
業
建
設
課

　
　
　
　
　
（
４
２
）
３
９
６
５津波ハザードマップの一部
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鈴
木
正
志
中
川
小
学
校
長
を
団

長
と
し
た
小
中
学
生
ら
十
五
人
が

七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
帯
広
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
帯
広
市
長
へ
の
表
敬

訪
問
や
依
田
勉
三
翁
の
お
墓
参
り

な
ど
の
他
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
帯

広
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
や
搾
乳
体
験
、
ば
ん
え
い
競
馬

場
の
見
学
な
ど
帯
広
な
ら
で
は
の

有
意
義
な
体
験
学
習
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
三
日
間
の
訪
問
で
、
依
田

勉
三
翁
の
偉
大
な
功
績
に
触
れ
る

と
共
に
、
参
加
者
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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渡
邉
明
道
松
崎
中
学
校
長
を
団

長
と
し
た
松
崎
中
学
校
二
年
生
の

一
行
四
十
一
名
が
八
月
二
十
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
松
本
市
安
曇
地

区
（
旧
安
曇
村
）
を
訪
問
し
、
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
一
昨

年
重
文
岩
科
学
校
と
姉
妹
館
提
携

を
結
ん
だ
旧
開
智
学
校
や
松
本
城

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
大
正
池
や

河
童
橋
な
ど
上
高
地
の
散
策
を
行

い
、
午
後
か
ら
は
安
曇
地
区
の
中

学
生
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
草
木
染
め
や
お
や
き

造
り
な
ど
に
挑
戦
し
な
が
ら
お
互

い
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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松
本
市
安
曇
地
区（
旧
安
曇
村
）

の
中
学
生
ら
二
十
三
名
が
七
月
三

十
一
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
の
三

日
間
の
日
程
で
来
町
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
町
長
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
長
八
美
術
館
や
重
文
岩
科

学
校
な
ど
町
内
の
文
化
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

訪
問
中
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

岩
地
海
岸
で
は
地
引
き
網
や
海
水

浴
を
楽
し
み
、
松
崎
海
岸
で
は
松

崎
中
学
校
二
年
生
と
海
水
浴
や
カ

ヌ
ー
の
試
乗
な
ど
を
楽
し
ん
で
、

お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
に
は
初
め
て
海
で
泳
ぐ
生
徒

も
い
て
、
海
水
の
塩
辛
さ
に
驚
き

な
が
ら
、
松
崎
の
夏
の
海
を
十
分

に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。　
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帯
広
市
の
子
供
親
善
訪
問
団
の

小
中
学
生
ら
十
五
名
が
八
月
七
日

か
ら
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
松
崎

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
町
長
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
重
文
岩
科
学
校
や
長
八
美

術
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
中

で
も
依
田
勉
三
翁
に
ゆ
か
り
の
あ

る
三
余
塾
資
料
館
や
大
沢
温
泉
ホ

テ
ル
訪
問
で
は
、
勉
三
翁
の
話
し

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

訪
問
中
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
松
崎

の
子
ど
も
た
ち
と
カ
ヌ
ー
や
海
水

浴
を
行
い
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る

な
ど
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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松
崎
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
医
療
費
は
、
近
年
の
高
齢
化

の
急
速
な
進
展
や
医
療
の
高
度
化
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
普
及
に
よ
る
救

命
率
の
向
上
等
に
よ
り
、
年
々
増

加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
グ
ラ
フ

１
の
と
お
り
平
成
十
四
年
度
と
平

成
十
八
年
度
を
比
較
す
る
と　

�
４０

も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
生
活
習
慣
病
の
増
加

が
医
療
費
増
加
の
最
大
の
原
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
を

中
心
と
し
た
疾
病
予
防
を
重
視
す

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
の
統
計
で
は
、
県
民
の

八
人
に
一
人
、
四
十
歳
以
上
で
は

五
人
に
一
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
お
よ
び
予
備

軍
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
五
月
診
療
分
を
見

る
と
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医

療
費
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
、
五

千
八
百
二
十
七
万
四
千
円
で
五
月

分
全
体
医
療
費
の　

�
を
占
め
て

４５

お
り
、
県
平
均
の　

�
を
大
き
く

３７

上
回
っ
て
い
ま
す
。
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今
ま
で
町
が
実
施
し
て
い
た
基

本
健
診
は
、
平
成
二
十
年
四
月
か

ら
医
療
保
険
者
（
国
保
や
社
会
保

険
、
共
済
組
合
な
ど
）
が
実
施
主

体
と
な
り
、
四
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
と
し
て
義
務

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
医
療
費
の
約
三
分
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今
年
度
実
施
し
た
基
本
健
診
で

は
、
グ
ラ
フ
３
の
と
お
り
、
四
十

代
、
五
十
代
の
方
々
の
受
診
率
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
年
代
で
受
診
し
、
健
診
結
果
に

基
づ
く
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
の
異
常
者
は
、

グ
ラ
フ
４
の
と
お
り
、
高
血
圧
、

高
血
糖
は
年
代
が
高
く
な
る
に
つ

れ
て
、異
常
率
も
上
昇
し
て
お
り
、

高
脂
血
症
は
、
五
十
代
、
六
十
代

が
特
に
高
く
、
受
診
者
の
四
分
の

三
が
異
常
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

の
一
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
に
着

目
し
、そ
の
中
で
も
特
に
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
の
発
症
の
重
要
な
危

険
因
子
で
あ
る
糖
尿
病
、高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
の
有
病
者
及
び
そ
の

予
備
軍
を
抽
出
し
、
早
期
介
入
・

行
動
変
容
支
援
（
動
機
付
け
支

援
・
積
極
的
支
援
）
を
行
な
う
こ

と
に
よ
り
生
活
改
善
を
図
り
、
該

当
者
お
よ
び
医
療
費
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
定
め
た
基
準
の
中

に
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
受

診
率
を　

�
、
有
病
者
及
び
そ
の

８０

予
備
軍
を　

�
減
少
さ
せ
る
こ
と

２５

を
目
標
と
し
、
ま
ず
、
平
成
二
十

四
年
度
ま
で
に
受
診
率　

�
、
減

６５

少
率　

�
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

１０

の
達
成
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
支
援

金
の
負
担
率
が
増
減
さ
れ
る
こ
と

も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
達
成
率
が

低
い
と
、
支
援
金
の
負
担
率
が
増

加
し
、
国
保
税
へ
の
影
響
が
出
て

く
る
た
め
、
皆
様
の
負
担
が
増
加

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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松
崎
町
は
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
全

職
員
を
挙
げ
て
、
庁
舎
内
外
に
お

け
る
経
費
等
の
節
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
平
成
十

八
年
度
に
お
け
る
事
務
経
費
等
の

節
減
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
ご
報
告
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
が
、
夏
や
冬
に
エ
ア
コ
ン
の

使
用
時
間
や
室
温
の
管
理
を
徹
底

し
た
こ
と
に
よ
り
灯
油
は
十
六
年

度
と
比
較
す
る
と
使
用
量
で
五
割

超
の
減
と
な
り
、
料
金
を
見
て
も

約
四
割
の
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ピ
ー
機
の
入
れ
替
え
等

に
よ
り
、
コ
ピ
ー
に
か
か
っ
て
い

た
料
金
も
半
額
以
下
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
郵
便
・
宅
配
料

金
、
電
気
料
金
、
水
道
料
金
な
ど

を
合
わ
せ
る
と
六
二
五
万
円
程
の

経
費
の
節
減
が
で
き
ま
し
た
。（
対

十
六
年
度
比
較
）

　

こ
の
他
に
も
、
役
場
に
か
か
っ

て
い
る
経
費
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
随
意
契
約
に
よ
り
前

年
同
様
に
契
約
を
行
っ
て
き
た
も

の
の
見
直
し
に
着
手
し
、
競
争
を

導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の

節
減
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
な

ど
に
つ
い
て
も
順
次
皆
さ
ん
に
ご

報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
税
金
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
職
員
一
同
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
か
ら
始
め

た
「
役
場
職
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
宣

言
」
も
一
年
半
以
上
経
過
し
ま
し

た
が
、
毎
月
数
件
は
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
日
に
役
場
に
行

く
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
、
お
近

く
の
役
場
職
員
が
町
民
の
皆
さ
ん

に
代
わ
っ
て
、
住
民
票
等
の
各
種

証
明
書
の
取
得
や
、
納
税
、
各
種

届
出
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

内
容
に
よ
っ
て
は
ど
う
し
て
も
ご

本
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
お
気
軽
に
お
声

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
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総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

������

８月２日、山本副町長が宮内さ

ん宅を訪問し、記念品を贈呈し

ました。
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夏
、
子
供
た
ち
の
川
遊
び
風

景
は
、
昔
の
風
物
詩
だ
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
夏
は

若
干
違
う
な
と
感
じ
た
。

　

あ
る
日
曜
日
、
車
で
走
り
な

が
ら
那
賀
川
、
岩
科
川
の
状
況

を
見
た
。
所
々
で
親
子
が
川
遊

び
を
し
て
お
り
、
子
供
達
は
、

楽
し
そ
う
に
川
原
を
飛
び
跳
ね

て
い
る
。
賑
や
か
な
声
、
小
鮎

で
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
浅
い

所
ま
で
追
い
込
み
、
手
で
捕

ま
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
伏
倉
か
ら
伊
那
下

神
社
を
流
れ
る
用
水
路
で
は
、

二
人
の
男
の
子
が
、
網
と
び

く
を
持
っ
て
、
草
む
ら
に
網

を
入
れ
た
り
石
を
上
げ
て
み

た
り
し
て
い
る
。
獲
物
が
い

た
よ
う
で
大
声
で
話
し
て
い

る
。
よ
ほ
ど
何
が
獲
れ
る
か

聞
い
て
み
よ
う
か
と
思
っ
た

が
、
せ
っ
か
く
の
楽
し
み
を

邪
魔
し
て
は
悪
い
と
遠
慮
し

て
そ
の
場
を
離
れ
た
。

　

松
崎
町
の
河
川
に
は
、
川

え
び
が
増
え
た
と
い
う
話
を
聞

く
。
ど
ん
な
え
び
か
と
聞
く
と

一
応
に
手
長
え
び
だ
と
い
う
返

事
で
あ
っ
た
。
昔
は
、「
デ
ナ

ガ
ー
」、「
ハ
サ
ン
パ
ー
」、
色
々

な
え
び
が
い
た
川
で
あ
る
。

　

手
長
え
び
が
増
え
た
と
い
う

事
は
ほ
か
の
え
び
も
増
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
川
え
び

を
増
や
し
て
子
供
た
ち
が
楽
し

く
遊
べ
る
川
に
し
た
い
と
思
っ

た
次
第
で
す
。
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七
月
二
十
四
日
か
ら
四
泊
五
日

の
日
程
で
「
新
世
紀
松
崎
三
聖
塾

夏
季
宿
泊
体
験
学
習
」
が
道
の
駅

花
の
三
聖
苑
を
拠
点
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
校
五
年
生
が
親
か

ら
離
れ
、
合
宿
し
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
体
験
活
動
を
行
う
も
の
で
、

今
年
で
七
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
四
十
二
人
は
、
川
の

観
察
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に
挑

戦
し
な
が
ら
自
然
や
環
境
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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八
月
十
五
日
・
十
六
日
の
両
日
、

三
浦
・
松
崎
地
区
で
恒
例
の
夏
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
五
日
は
、
三
浦
地
区
の
各
海

岸
で
花
火
大
会
が
、
十
六
日
は
、

松
崎
地
区
で
灯
ろ
う
流
し
や
花
火

大
会
、
牛
原
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ

れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
松
崎
地
区
の
浜
丁
通

り
や
仲
宿
通
り
、
明
地
通
り
が
灯

ろ
う
で
装
飾
さ
れ
、
祭
り
の
雰
囲

気
を
一
層
高
め
て
い
ま
し
た
。
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西
豆
地
域
の
中
高
生
を
対
象
に

英
語
漬
け
の
二
日
間
を
体
験
し
て

も
ら
う「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
」
が
、
八
月
二
十
一

日
・
二
十
二
日
の
両
日
、
環
境
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
二
十
九
人
の
中
高
生

は
、
英
語
が
飛
び
交
う
中
、
外
国

人
の
先
生
や
静
大
生
と
歌
や
ク
ッ

キ
ー
作
り
を
通
し
て
英
会
話
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。
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（平成１９年７月３１日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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お
び
ひ
ろ
平
原
ま
つ
り
は
八
月

十
四
〜
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、
今

年
で
第
六
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ま
つ
り
に
ち
な
み
、

地
ビ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　

帯
広
で
は
現
在
二
店
で
飲
む
こ

と
が
で
き
、
平
原
ま
つ
り
会
場
の

ほ
ぼ
中
央
に「
Ｇ
ビ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
２
０
０
７
」
が
設
け
ら
れ
、
多

く
の
市
民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
左
下
）

　

帯
広
の
お
い
し
い
水
と
地
元
の

麦
を
使
い
、
本
場
ド
イ
ツ
仕
込
み

の
技
術
で
作
ら
れ
た
地
ビ
ー
ル
は
、
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人身事故　１４件　（　－５）

物損事故　５８件　（　－２）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　１９人　（　－１０）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

� � � � � �

（平成１９年７月３１日現在）

　　（　）内は前年対比
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保護者性別名　前地　区

石 田 和 也女 優 
ユウ

船　田

斉 藤 良 彦女 佑  美 
ユ ミ

野　田

斎 藤 治 之男 輝 
ヒカル

北　区

佐 藤 聖 人男 拳  心 
ケン シン

指　川

青 木 一 美女 彩  奈 
サ ナ

岩　地

青 木 一 美男 愛  翔 
マナ ト

岩　地

田 村　 健男 拓  永 
ヒロ ト

江奈２
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お
び
ひ
ろ
の
味
に
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

味
は
こ
と
ば
で
表
現
で
き
な
い

の
で
、
帯
広
に
来
た
折
に
は
是
非

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
「
北
の
大
地　

大
道
芸
」

と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
す
ば

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。（
写
真
左
上
）

　

夕
方
か
ら
は
、
若
者
を
中
心
に

「
夢
降
夜
（
ゆ
め
ふ
る
や
）」
が

始
ま
り
、
ま
つ
り
は
最
高
潮
に
盛

り
上
が
り
ま
す
。

　

来
年
は
松
崎
町
の
み
な
さ
ん
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

届出人年齢氏　名地　区
正　枝８１望月一二三北　区
孝　直６７杉 原 � 子峰
佐藤豊彦８３佐　ます江船　田
輝　明８６松 原 貞 子明　伏
多　聞９５� 橋 あ き岩　地
�　喜久郎８０� � 清 一雲　見
節　子８０佐 藤 主 税小杉原
秀　夫６９樋 口 裕 子江奈１
和　美９０山 本 き く峰
ゆり子５６山 本 恒 久山　口
良　一８５石 田 房 江江奈３
鈴木　優９２山 本 睦 郎池　代
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血
液
中
の
脂
質
は
、
食
事
や
運
動
な
ど
の

生
活
習
慣
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
か

ら
、
高
脂
血
症
の
治
療
に
は
生
活
習
慣
の
改

善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

食
事
療
法
に
は
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
最
も
基
本
に
な
る

の
が
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
正
な
量
に
抑
え

る
こ
と
で
す
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
正
に

す
る
と
、
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、

体
脂
肪
が
減
り
ま
す
。
併
せ
て
運
動
を
行
い

い
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
マ
イ
ナ
ス
に
傾
く
よ
う

に
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
一
日
三
十
分
週
五
日

長
期
間
、
定
期
的
に
行
え
ば
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
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